
視 察 報 告 書 

 

 

報 告 者 氏 名  お だ ぎ り  た か し   

 

１  委 員 会 名  

  つ く ば エ ク ス プ レ ス 沿 線 整 備 と 新 川 耕 地 ・ 周 辺 特 別 委 員 会  

 

２  期   日  

令和６年１０月８日（火）～１０月９日（水）１泊２日 

 

３  視 察 地 及 び 調 査 事 項  

 （ １ ） 長 崎 県 長 崎 市 （ １ 日 目 ）  

   新 幹 線 開 通 後 の 都 市 整 備 に つ い て  

 （ ２ ） 長 崎 県 諫 早 市 （ ２ 日 目 ）  

   諫早駅（ i isa（イーサ））東地区再開発について  

 

４  所 感 等  

■ 長 崎 県 長 崎 市  

 土 地 柄 的 制 約 か ら 、 平 地 の 活 用 策 に つ い て は 、 十 分 な 将 来 性 を

見 通 し た 計 画 が 求 め ら れ る 中 で 、 新 幹 線 開 通 及 び 駅 舎 改 修 と 、 駅

前 及 び 周 辺 の 一 体 的 利 用 の 方 法 が 大 変 難 し か っ た と 思 わ れ る 。 ま

た 、 時 間 的 制 約 が あ る 中 で 、 県 ・ 市 ・ 鉄 道 事 業 者 の 思 惑 が 交 錯 し

が ち に な る 点 も 多 々 あ っ た と 思 わ れ る が 、 そ れ ぞ れ が 大 い に 役 割

を 発 揮 さ れ た も の と 思 わ れ る 。  

特 に「 街 の 顔 」と な る 駅 前 広 場 整 備 に つ い て は 、新 幹 線 開 通 時 、

完 成 で き ず 批 判 も あ っ た と 思 わ れ る が 、 行 政 が 急 ぎ 過 ぎ な か っ た

こ と が 、 最 大 の 利 点 と な り 、 将 来 的 に 有 意 義 な 結 果 を 招 く こ と を

心 か ら 祈 る ば か り で あ る 。  

 新 幹 線 乗 り 入 れ も 含 め 、『 長 崎 駅 周 辺 ま ち づ く り【 再 整 備 事 業 】』

と い う 大 枠 で く く れ ば 、 総 事 業 費 は ７ ０ ０ 億 円 余 （ う ち 国 費 ３ ２

０ 億 円 余 ） に 及 ぶ 大 規 模 開 発 と い え る 。 こ れ ら に 対 す る 地 元 負 担

以 外 に 、県 事 業 に 対 す る 地 元 負 担 、Ｊ Ｒ 駅 舎 改 修 費（ 本 市 同 様「 請



願 駅 舎 」 と の 位 置 付 け ） が あ り 、 現 時 点 の 長 崎 市 に と っ て 身 の 丈

に あ っ た も の か ど う か の 判 断 は 難 し い が 、 高 齢 化 の さ ら な る 進 展

に よ る 徹 底 し た バ リ ア フ リ ー 化 、 観 光 業 の 誘 発 、 周 辺 開 発 （ 不 動

産 価 格 の 向 上 ） の 起 爆 剤 に つ な げ る 必 要 性 が よ り 高 ま っ て い る 。  

こ れ ら の 取 り 組 み を 将 来 的 に 長 く 持 続 的 に 享 受 で き る か ど う か

と い う 点 に 今 後 注 目 し た い 。 ま た 、 今 事 業 と ス ポ ー ツ （ サ ッ カ ー

や バ ス ケ ッ ト ） と の 連 携 、 周 辺 商 工 観 光 業 界 と の 連 携 、 周 辺 道 路

網 と 上 下 水 道 へ の 影 響 は 、 今 後 本 市 で も 経 年 的 に 注 目 し て も 参 考

に な る と 思 わ れ る 。  

と り わ け 、 一 度 訪 れ た 方 が 、 ス ポ ー ツ を 通 じ 、 街 （ イ ン フ ラ 、

観 光 資 源 、 食 文 化 、 人 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 等 ） に ふ れ る こ と

で 、 「 ま た 来 た い 」 「 今 度 は 家 族 ・ 友 人 と 来 た い 」 と 思 え る 長 崎

市 の 工 夫 や 配 慮 は 、 観 光 資 源 の 大 小 、 ス ポ ー ツ 会 場 の 有 無 の 違 い

は あ れ 、 本 市 で も 大 い に 参 考 に で き る と 思 わ れ る 。  

そ の 他 、 本 市 で は 「 お お た か ば か り 」 と の 市 民 の 批 判 に 対 す る

市 長 の 議 会 答 弁 が 繰 り 返 さ れ て い る こ と を 踏 ま え れ ば 、 長 崎 市 の

よ う な 「 ま ち ぶ ら （ 街 を ぶ ら ぶ ら す る ） プ ロ ジ ェ ク ト 」 は 、 冊 子

１ つ で 市 民 に 市 政 の 取 り 組 み を 周 知 し 、 複 数 年 計 画 で 、 理 解 を 求

め る （ 深 め る ） と り く み の 一 助 と し て 便 利 な 方 法 だ と 思 わ れ る 。  

 残 念 な 点 と し て は 、 長 崎 ス タ ジ ア ム シ テ ィ と の 連 携 、 特 に 交 通

対 策 や 上 下 水 道 等 イ ン フ ラ 整 備 、 試 合 が あ る と き の 一 時 的 渋 滞 ・

混 雑 と の 連 携 に つ い て 、 委 員 会 と し て 現 場 を 見 聞 き し 、 様 々 な 教

具 す る 時 間 が 確 保 で き な か っ た 。  

                              

■ 長 崎 県 諫 早 市                               

 本 市 で は 、 駅 及 び 駅 前 ・ 周 辺 ま ち づ く り と し て 、 江 戸 川 台 駅 東

口 と 南 流 山 駅 周 辺 、 初 石 駅 舎 ・ 駅 西 口 整 備 が 計 画 と し て 持 ち 上 が

り 、 一 部 着 手 さ れ て い る 。 ３ 事 業 と も 、 市 有 地 面 積 の 大 小 や 有 無

に 大 き な 違 い が あ り 、 同 じ 手 法 を 利 用 す る こ と も 、 将 来 都 市 像 の

描 き 方 （ 目 標 ） も 大 き く 異 な る こ と か ら 、 諫 早 市 の 取 り 組 み は 本

市 内 ３ 駅 ・ ３ 地 域 に 対 し 、 様 々 活 か せ る 視 点 、 参 考 に な る 点 が 得

ら れ た 。  

と く に 駅 舎 出 入 口 か ら バ ス 停 ま で の 屋 根 設 置 、駅 舎 内 の 交 流（ フ



リ ー ） ス ペ ー ス の 確 保 、 立 体 都 市 計 画 に よ る バ ス 停 と 交 通 広 場 の

立 体 的 利 用 、 民 間 ホ テ ル へ の 売 却 収 入 に よ る 財 政 負 担 の 軽 減 、 駅

西 側 ・ 東 側 の 連 携 が あ る 。                              

 一 方 、 駅 ビ ル 及 び 交 通 広 場 で １ ２ ４ 億 円 に 加 え 、 請 願 駅 舎 方 式

に よ る 諫 早 駅 自 由 通 路 ３ ０ 億 円 弱 程 度 は 、 決 し て 安 い 買 い 物 で は

な い と 思 わ れ る 。 ま た 長 崎 市 で の 観 光 集 客 が さ ら に 強 ま れ ば 、 諫

早 駅 は 通 過 駅 、 も し く は 諫 早 市 内 は ス ト ロ ー 現 象 的 に 市 内 の 消 費

が 長 崎 市 等 へ 奪 わ れ る 可 能 性 が 高 く な っ て い る と 考 え る 。 今 後 、

駅 前 ビ ル と 市 内 の 商 工 業 及 び 観 光 資 源 と 一 体 的 ・ 有 機 的 連 携 に よ

る 集 客 の 取 り 組 み に 期 待 し た い 。  

 残 念 な 点 と し て は 、 市 役 所 内 で の 座 学 が 中 心 と な っ た た め 、 駅

ビ ル と 周 辺 ま ち づ く り と の 関 係 、 駅 舎 西 口 ・ 東 口 と の 連 携 、 駅 ビ

ル へ の 集 客 と 諫 早 市 内 の 各 経 済 活 動 と の 連 携 を じ っ く り 見 聞 き す

る こ と が で き な か っ た 。  


